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§１．研究実施体制  

 

（１）「低分子材料開発」グループ 

① 研究代表者：山田 容子 （奈良先端科学技術大学院大学物質創成科学研究科、教授） 

② 研究項目 

・低分子塗布型有機半導体材料の開発 

 

（２）「超分子材料開発」グループ 

① 主たる共同研究者：矢貝 史樹 （千葉大学大学院工学研究科、准教授） 

② 研究項目 

・超分子塗布型有機半導体材料の開発 

 

（3）「デバイス」グループ 

① 主たる共同研究者：中山 健一 （山形大学大学院理工学研究科、准教授） 

② 研究項目 

・光変換型半導体材料を用いた有機薄膜太陽電池の作製 

・自己組織化半導体材料を用いた有機薄膜太陽電池の作製 

 

（４）「スピンダイナミクス評価」グループ 

① 主たる共同研究者：生駒 忠昭 （新潟大学大学院自然科学研究科、教授） 

② 研究項目 

・電荷分離状態の緩和過程の解明 

 

（５）「励起子ダイナミクス評価」グループ 

① 主たる共同研究者：増尾 貞弘 （関西学院大学理工学部、准教授） 
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② 研究項目 

  ・顕微蛍光分光法による太陽電池デバイスの電荷分離効率評価 

   ・結晶状態におけるジケトン誘導体の光変換効率評価 
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§２．研究実施の概要  

 
（１）低分子材料開発グループ 
（１−１）低分子塗布型有機半導体材料の開発 
 我々は、低分子材料の塗布積層やバルクへテロ層の p/n 構造制御を行うことを目的とし、光照射

により脱離可能な置換基を導入した「光前駆体」を、溶液プロセスにより薄膜化した後、光照射によ

りアセン系有機半導体へと変換する材料の開発を行っている。今年度のベンチマーク化合物であ

る 2,6-ジチエニルアントラセン(DTAnt)を出発点に、吸収波長領域の拡大、n 材料との相溶性、p
層における電気物性の向上をめざして様々な誘導体を合成し、p 層及び i 層それぞれに適した材

料の開発を行い、中山 G に供給した。一般に結晶性の高い化合物は p 層に適しており、相溶性の

高い比較的の溶解度が高い化合物は i 層に適している蛍光がある。さらに、中山 G の作製した太

陽電池素子のデバイス特性と、増尾 G により見積もられた電荷分離効率の結果をもとに、光吸収

波長領域を拡大した第３世代の化合物の合成を開始した。 
 一方、加熱により脱離可能な置換基を導入した「熱前駆体」に関しては、有機半導体として実績

のあるベンゾポルフィリン(BP)の光吸収効率と薄膜結晶構造を改良することを目的に、5,15-置換

ベンゾポルフィリンの前駆体の合成を行った。 
 
（２）超分子材料開発グループ 
（１−１）インドロカルバゾール骨格を導入した高凝集性 DPP 化合物の合成と BHJ 型太陽電池への

応用 
 高い半導体特性を持つインドロカルバゾール(IC)をコアとし、光吸収部位として DPP 両端に連結

した DPP-IC-DPP 化合物をデザインした。主な目的は、IC ユニットにおける置換位置の違いによっ

て分子の形状を変化させ、それにより結

晶性と相分離構造を制御することが目

的である。分子形状がリニアな 3,9 体と S

字の 2,8 体を合成し、PCBM との BHJ 型

太陽電池を作製した。その結果、3,9 体

は結晶性が高く、より高い変換効率（2%）

を示すことがわかった。一方 S 字型の

2,8 体は PCBM との相溶性は良いもの

の、キャリア移動度が低いために変換

効率は 1%弱に留まった。従って、同

一化合物でも位置異性体をデザインすることで分子の形状変化によって結晶性を制御する

ことができ、相分離を制御することが可能であることが明らかになった。この結果はすでに

論文にまとめられ、既に J. Mater. Chem 誌に掲載された。16 

 
（３）デバイスグループ 
（3−１）光変換型半導体材料を用いた有機薄膜太陽電池 
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 山田Ｇの光変換半導体材料が持つ「塗布膜を光照射によって不溶化できる」という特徴に着目し、

ｐ型半導体層、ｎ型半導体層に加えて、ｐ型材料とｎ型材料を混合したｉ層を積層した、「塗布 pin 型

素子」の作製に成功した。DTAnt と PC71BM を用いた系では、pin 構造を採ることにより通常のバル

クへテロ型素子に比べて２倍以上高いエネルギー変換効率を実現した。さらに、ｐ層とｉ層に適材適

所の異なるｐ型半導体材料を用いた「ヘテロpin構造」を提案し、p層に DTAnt、i層にEH-DBTAnt

を用いることにより、エネルギー変換効率 2.89%の変換効率を実現した。 

（3−2）自己組織化半導体材料を用いた有機薄膜太陽電池の作製 

 自己組織化半導体材料として矢貝Ｇ提供のオリゴチエオフェン材料の検討を行った。これらの材

料は水素結合により超分子ナノロッド構造を形成し、それにより太陽電池性能が大幅に向上するこ

とを示した。エネルギー変換効率として超分子系としては極めて高い 3%を達成した。ナノロッド構造

の長さや太さを、アニーリングや溶媒などの成膜条件によって制御することに成功し、それらと太陽

電池性能の相関について明らかにした。また、ナノロッド構造が太陽電池特性に有利に働くメカニ

ズムについて、移動度評価や顕微蛍光測定（増尾Ｇによる）から明らかにした。 
 

（４）「スピンダイナミクス評価」グループ 
（4−１）電場効果によるキャリア光生成過程の評価 

中山により作製された P3HT：PCBM および DT-Ant:PCBM バルクヘテロ接合のナノ秒時間分解

で光電流および光電荷を測定し、電荷分離状態からの電荷解離効率を評価した。P3HT：PCBM
の電荷解離効率は、外部電場ほとんど依存しなかった。得られた実験結果を Onsager モデルに基

づいた理論曲線と比較する方法で解析したところ、電荷解離効率はほぼ 1 に近いことが分かった。

また、DT-Ant:PCBM に関する同様な実験から、電荷解離効率は電場に依存することが明らかとな

った。DT-Ant:PCBM の電荷解離効率は P3HT:PCBM の約 1/5 に下がり、電荷再結合による損失

が大きいことを明らかにした。 
（4−2）磁場効果によるキャリアダイナミクスの評価 

P3HT:PCBM 混合膜の高磁場磁気伝導効果を調べ、バルクヘテロ接合構造におけるキャリア動

力学について研究した。暗状態の磁気伝導効果は、電荷再結合ならびに脱トラップ反応に由来す

る負の磁気伝導効果が観測された。一方、明状態では、電荷再結合に由来する磁気伝導効果の

位相が正に逆転する現象が観測された。暗状態における磁気抵抗効果のバイアス電圧依存性より、

磁気伝導効果は拡散電流と密接に関わっており、三重項再結合の存在が明らかとなった。また、

明状態における光強度依存性より、線幅の狭い磁気伝導効果は非ジェミネート再結合に由来れ、

位相からドリフト電流に由来する成分であると結論できた。 
 

（５）「励起子ダイナミクス評価」グループ 

（5−１）顕微蛍光分光法による太陽電池デバイスの電荷分離効率評価 

 顕微蛍光分光法を用い、中山 G により作製された太陽電池デバイスの微小領域における蛍光イ

メージ、蛍光寿命測定を行うことで、電荷分離効率を空間分解して詳細に評価した。DTAnt と

PC71BM を用いた系では、i 層単膜構造、pn 構造、pin 構造のデバイスについて評価したところ、pin

構造において電荷分離が高いことがわかり、pin 構造の有効性が示された。しかしながら、この系で
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は、DTAnt と PCBM の相溶性が悪く、DTAnt が凝集するため、電荷分離効率は高い場所でも 60 %

程度であることがわかった。そこで、相溶性の改善を図り DBTAnt を用いたデバイスが中山G により

作製された。このデバイスでは電荷分離効率が 83 %程度まで改善していることがわかり、それに伴

いエネルギー変換効率も 1.66 %から 2.07 %まで向上した。また、電荷分離効率が 100 %に至ってい

ないことから、さらなる電荷分離効率の改善により、さらに高いエネルギー変換効率を得ることが可

能であることを明らかにした。その他、矢貝Gの超分子系材料BAR-3H3T～3H5Tを用いた太陽電

池デバイス、P3HT:ST5PDI 系、PTB７：ST5PDI 系についても評価を行い、各デバイスの電荷分離

効率について詳細な知見を得ることに成功した。 

（5−2）結晶状態におけるジケトン誘導体の光変換効率評価 

アントラセンジケトン、テトラセンジケトン、ペンタセンジケトン誘導体各数種類の結晶状態における

光変換効率について検討した。分子構造に由来した結晶中における分子のパッキング状態に依

存して、変換速度が大きく異なることを見出した。また、化合物によっては結晶中でもほぼ 100 %光

変換可能であることがわかった。これらのジケトン類では、アントラセンジケトンが最も光変換速度が

速いこともわかり、そのメカニズムについて検討した。また、アントラセンジケトン、ペンタセンジケト

ンについては、ナノ結晶を作製し、バルク結晶との変換効率の違いについて検討したところ、ナノ

結晶化することにより変換速度が圧倒的に速くなることを見出した。 
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